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・ 北原白秋（文化人） 
・ 三浦海岸の凧あげ（三浦の浜で凧をあげる会） 
・ 三崎下町の町並み   等 

 
グループ E  

まとめ１ 宮川公園の風力発電 
まとめ２ マグオ君に大根キャラクター 
残したい意見 白秋祭の拡大 
≪討議中に出された個々の意見（要約）≫ 

・ 宮川公園の風力発電（理由：訪れる人がとても多い、他の有名な公園（例：ソレイユの丘

公園等）と比べてお金がかからない、テレビドラマの撮影にもたくさん使われている） 
・ 三浦ダイコン祭り（収穫体験含む。三浦の農作物を代表する食として都会の人々を集客す

るパワー有る） 
・ たくあん用に海に干される大根 
・ 三浦海岸駅からの桜（「河津桜まつり」を盛大に！ウォーキングで健康に） 
・ 海水浴（夏こそ三浦を元気にしたい） 
・ 白秋祭（文学愛好家へのＰＲを活発にして、さらに規模を大きなものに！）  等 

 
（２）投票結果及び考察 

  ア 投票結果 

順位 まとめ（投票対象） 投票数

１ 
たくさんのシンボルを紹介するためにおもしろガイドブックを創る（イ

ラスト、マンガ多用） 
１３票

２ 宮川公園の風力発電 １０票

３ 
三浦の海岸線！！ （日の出、夕日と富士・・・○○スポット。スポッ

ト名を一般公募する） 
９票

４ 
城ケ島をシンボル（もっと派手にする。例えばイルミネーション、観覧

車、テーマパークにする。名物を作る） 
７票

４ 
三浦ダイコン（青首ではありません）（朝市、ワイワイ市、うらり、市の

東京支店（神田）等にて料理レシピを付け、ＰＲする。） 
７票

４ マグオ君に大根キャラクター ７票

７ 釣り、磯遊び、散策、水遊び、生物採集、城ケ島、白秋 ５票

７ 
各公園（トイレ、駐車場）を整備し、常に各年齢層の住民のコミュニテ

ィセンターとする。 
５票

９ 
観光地に直売所（シンボル）を併設する。（三浦の野菜のアピール、宣伝、

料理の試食） 
４票

１０ 
「三浦海岸」四季（一年中）を通してのイベント（マラソン・初日の出・

大根干し・海水浴・花火・地引網・たこ上げ）を活発に 
２票
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  イ 考察 

    テーマ１の投票の結果、最も多くの同意を得たのは、「たくさんのシンボルを紹介するために

おもしろガイドブックを創る（イラスト、マンガ多用）」という意見で、１３票を獲得しました。 
この意見の趣旨は、三浦市にはシンボルとなりうるものがたくさんあるが、うまく PR しきれ

ていないので、地図を創って PR しようというもので、つまり、シンボルの活用法の提案です。 
３番目に多くの同意を得た「三浦の海岸線！！（日の出、夕日と富士・・・○○スポット。ス

ポット名を一般公募する）」という意見も同様の事が含意されており、数多くの海岸線をシンボ

ルにした上で、スポット名を一般公募して耳目を引くことが大事だということが主張されました。 
シンボルそのものとしては、「宮川公園」が最も多くの支持を集め（１０票）、続いて「海岸線」

（９票）、「城ケ島」（７票）が続き、景観を生かして人の呼び込みに繋げようという提案が同意

を集めました。 
また、「城ケ島」と同数の同意を得た「三浦大根」（７票）

は、４票だった「観光地への直売所の併設」と併せて、三浦

の食、特に三浦オリジナルの野菜である三浦大根への期待を

うかがわせるものです。 
さらに、７票を集めた「マグオ君に大根キャラクター」と

いう意見は、現在あるマグオ君の他に、ダイコンを使ったキ

ャラクター（例：ダイ子ちゃん）をという提案です。キャラ

クターを使ったユニークな PR という意見で、この意見をま

とめたグループとは別のグループからは、具体的な絵（右図）

が描かれるなど、近年の「ゆるキャラ」ブームにヒントを得

た意見だと言えそうです。 
 

 

（３）提言 

   上記の討議結果（投票結果）を踏まえ、三浦のシンボルとその活用法として、次のとおり提言し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提言：「宮川公園の風力発電や海岸線などをシンボルとして、イラ

スト、マンガを多様したおもしろガイドブックを創る」 
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２ テーマ２：考えよう！三浦のボランティアと活性化 

 

（１）各グループのまとめ 

グループ A  
まとめ１ ボランティア貯金（長期有効なポイント） 
まとめ２ 身障者の作業所増設（地域住民との交流） 
残したい意見 声かけ 

   ≪討議中に出された個々の意見（要約）≫ 
・ すぐにわかる、すぐに助けてくれるボランティアを区でとりまとめてみる 
・ 三浦海岸の犯罪防止のパトロールへの若い人の参加（市民報や市ホームページ、新聞等で

呼びかけ） 
・ 現在ボランティアに参加している人の意見を発信（ボランティアの輪を広げる） 
・ 三浦市のボランティア全般について情報不足 
・ 他市の事例を参考にしてボランティアポイントを創設（ボランティアした分、将来、自分

にかえってくる） 
・ 高齢化に向かい、自分に何ができるか意識を持つ 
・ ボランティア貯金（ポイントの３０年くらいの貯蓄） 
・ 身障者の作業所がもっとあってもいい（ボランティアによるおぜんだてを） 
・ 子供を犯罪から守るための集団登校の見守り  等 

 

グループ B  

まとめ１ 
①ボランティアのニーズを公表、②ボランティア参加希望者を登録する。

①、②をジョイントする。 
まとめ２ 既存のボランティア活動を行政の強力的バックアップを期待 

残したい意見 
①義務教育の中に「ボランティア」を…、②ポイント制（一部有償化を

含めて） 
   ≪討議中に出された個々の意見（要約）≫ 

・ 休耕地を活用した健康づくりと野菜づくりの指導（「みうら楽農くらぶ」の活用） 
・ 障害者施設のサポート（上記の「野菜づくり」からの食材の提供） 
・ 三浦市にある２駅で京急と共同して高齢者・障害者へ手を差し伸べる 
・ 大きな行事はボランティアを公募（三浦マラソン以外にも） 
・ 個人の活躍したい分野、活躍できる時間帯を登録 
・ ボランティアにポイント（pt）を出す（100pt/１時間：年間 5,000pt が最大で 5,000 円分） 
・ ニーズを広報、ホームページに出す（意欲があっても参加方法がわからない） 
・ 福祉系のボランティアは将来自分が利用できるポイントを出す 
・ 有償のボランティアもあり（例えば低賃金で高齢者を預かる学童保育のような） 
・ 集まれる場所の提供（一人暮らしの人たちに外出の機会をつくる） 
・ 一人暮らしのお年寄りたちに話し相手など 
・ 小学校・中学校などの義務教育の一環として、授業の中に取り入れる  等 
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グループ C  

まとめ１ 
ボランティア希望の PR をする（資格等の条件の明確化）ボランティア専

門誌作成 

まとめ２ 
各案内所に得意分野のボランティア（釣り・ハイキング・歴史・野草）

をおく 

残したい意見 
小学校教育とのタイアップ。小学生の子供達に竹トンボ、コマなどの遊

びを教えて子育て支援の一環にする 
   ≪討議中に出された個々の意見（要約）≫ 

・ ひとりや夫婦で暮らす高齢者の買い物をしてあげるボランティア（届ける時は日常会話が

少ないと思うので、会話をしてしばらく時間を過ごす）→高齢者が生き生きとする 
・ 施設の人たちへの歌・手品・劇などのボランティア（希望者はたくさんいる。手続きを簡

単に。人によっては、それが生きがいとなる。） 
・ ボランティア活動の積極的なＰＲ活動や登録制度の充実、資格等の条件を明確化 
・ 小学生の道徳教育の一環として高齢者の施設で音楽や会話→子供が高齢者に元気を与え、

福祉の向上につながる。 
・ 子育てボランティア（働く若い母親のため小さい子供をあずかる。子育て悩み相談等） 
・ クリーン三浦を作る（自然環境、海水浴場、釣り場をクリーンに。大根など三浦の自然を

プレゼントして都会の人にも来てもらう） 
・ リハビリボランティア（体の不自由な人のリハビリ、目・耳などの不自由な方の運動補助） 
・ 活動出来る内容別に個人のボランティア登録を充実 
・ ボランティア活動のポイント、商店街の商品券 
・ ハイキング、運動コーチ、釣り場案内、歴史・史跡案内（三浦一族、北原白秋等）等のボ

ランティア  等 
 

グループ D  
まとめ１ ボランティアをするにあたって。 
まとめ２ ちょボラ 
残したい意見 ボランティアは無償ではない。ボランティアとは？ 

   ≪討議中に出された個々の意見（要約）≫ 
・ お金をもらってる人（団体）の手助け（雑用）をするのがボランティア？ 
・ 作業所で子供達と一緒に過ごす 
・ 町内会等との協力 
・ 小学校やコンビニ等が別々で集めているペットボトルのキャップを市でひとつの目的とし

てはどうか 
・ 近所のお年寄りや病気の人のお手伝い 
・ ちょボラ（ちょこっとボランティア） 
・ ボランティアをやりたいけどどこに行けばいいのか、自分でも出来るのか不明、周知不足 
・ ボランティアを求める団体がビラ配りなど自ら動いているか疑問 
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・ ボランティアを行う時間が不足 
・ 受け入れる団体が手伝ってもらいたい事をスムーズに頼めるか疑問。感謝が継続のエネル

ギー 
・ 学校での内申書のためにやるボランティアも 
・ ボランティア活動の説明会  等 

 

グループ E  
まとめ１ 農業ボランティアの拡大化 
まとめ２ 行政と業者の一体化 
残したい意見 ボランティア活動の活性化のための環境づくり 

   ≪討議中に出された個々の意見（要約）≫ 
・ ボランティア活動の PR や内容の充実、登録の PR 
・ ボランティア活動ポイント 
・ 身近に出来る事から気軽に活動しやすい環境づくり 
・ ボランティアの年齢別活動 
・ ボランティアの時間割の制限 
・ 農業ボランティア（WWOOF（農業ボランティアの世界的組織）、農家の収穫手伝い） 
・ 総合学習を積極的に活用することによるボランティア意識の向上 
・ 老人ホームと小中学校との相互交流の更なる推進、ボランティア意識の醸成 
・ 市と県及び業者の共同ボランティアの活性化（三浦市―県技術センター―業者） 
・ 観光ボランティアの強化（城ケ島・魚市場等） 
・ 防犯のボランティアの活性化  等 

 

（２）投票結果及び考察 

  ア 投票結果 

順位 まとめ（投票対象） 投票数

１ 農業ボランティアの拡大化 １３票

２ 
ボランティア希望の PR をする（資格等の条件の明確化）ボランティア専

門誌作成 
９票

２ ちょボラ ９票

４ 身障者の作業所増設（地域住民との交流） ８票

４ 
各案内所に得意分野のボランティア（釣り・ハイキング・歴史・野草）

をおく 
８票

６ ボランティア貯金（長期有効なポイント） ７票

７ 
①ボランティアのニーズを公表、②ボランティア参加希望者を登録する。

①、②をジョイントする。 
５票

８ 行政と業者の一体化 ３票

９ ボランティアをするにあたって ２票

１０ 既存のボランティア活動を行政の強力的バックアップを期待 １票
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  イ 考察 

    テーマ２の投票の結果、最も多くの同意を得たのは、「農業ボランティアの拡大化」という意

見で、１３票を獲得しました。全国的にグリーンツーリズムや食の安全など農業分野に対する関

心が高まっており、三浦市の基幹産業のひとつである農業には、市内外の人々が参加できる様々

なボランティアの可能性を感じている方が多いと考えられます。 
    ボランティアの種類としては、「ちょボラ」（ちょこっとボランティア）が９票を、身障者の作

業所増設（地域住民との交流）が８票を集め、やりたい人が簡単に出来るようなボランティアへ

のニーズ、2007 年に突入した超高齢社会への意識の高さが表れたものと言えそうです。また、

各案内所に得意分野のボランティア（釣り・ハイキング・歴史・野草）をおくという意見は、観

光のためにボランティアを活用すべきという意見でした。 
    ボランティアの活性化のための意見としては、「ボランティア希望の PR をする（資格等の条件

の明確化）ボランティア専門誌作成」という意見が９票を獲得しました。ボランティアをしたく

でも、どんなボランティアがあるか分からない、どういう人材が求められているのか分かりづら

いといった理由が考えられます。「①ボランティアのニーズを公表、②ボランティア参加希望者

を登録する。①、②をジョイントする。」に５票が集まったことも、類似の意見と言えます。ボ

ランティアを始める前に情報が足りないというのがこれらの意見の軸にあるのでしょう。 
    活性化のためのその他の意見としては、逗子市が行っているような「ボランティア貯金（長期

的なポイント）」（７票）という案が出されました。ボランティアも完全な無償では動員できない

ので、インセンティブ（動機付け）をつけるべきという主張でした。また、「行政と業者の一体

化」（３票）、「既存のボランティア活動への行政のバックアップ」（１票）といった意見も提示さ

れました。 
 

（３）提言 

   上記の討議結果（投票結果）を踏まえ、三浦のボランティアの活性化策として、次のとおり提言

します。 

 

 

 

 

 

  

提言：「三浦らしいボランティアは農業ボランティア。この拡大を

中心として、様々なボランティアのニーズと要望を幅広く

PR する」 
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Ⅲ アンケート結果 

 
 討議終了後、今後の市民討議会を検討するために参加者アンケートを実施しました。その結果は次の

とおりです。 
 
問１ 参加された感想をお聞かせください。 

（有効回答数 23）

 

 
 

問２ 参加動機についてお聞かせください。 

（有効回答数 23）

 

「その他」の意見は次のとおり。 

・ 市民として、少しでも三浦を良くしたかっ

たから 

・ 知らない世界を体験してみたかったから 

・ 三浦の事をもっと知りたかった 

・ 勉強したかったから 

・ 他の方の考えを知りたかったから 

 

問３ この討議会は市民の声を行政に伝える手法

として適していると思いますか。（有効回答数 23）

 

 

問４ 開催日数についてどのようにお感じになり

ましたか。                  （有効回答数 24）
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問５ 討議時間の長さについてどのようにお感じ

になりましたか。（今回は１テーマにつき５

０分でした）            （有効回答数 23）

問６ 情報提供の時間の長さについてどのように

お感じになりましたか。（今回は１テーマに

つき１０分でした）     （有効回答数 23）

 

 

 

 

問７ 報酬とその額についてどのようにお感じに

なりましたか。               （有効回答数 21）

 

 

問８ 運営スタッフについてお聞かせください。

（有効回答数 21）

 

 
問９ 今回の討議テーマは討議を進めるうえで適

切でしたか。 

（１）討議１（シンボル）     （有効回答数 20）

 

 

 

（２）討議２（ボランティア）  （有効回答数 19）
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問１０ これまでに「タウンミーティング」や「市

民対話集会」といった市が主催する市民参

加型の集まりに参加したことがあります

か。                   （有効回答数 21）

 

 

問１１ 市民討議会に限らず、三浦市の市民参加

の試みに今後もまた参加したいと思いますか。 

              （有効回答数 21）

 

 

 

問１２ 今後、市民討議会の討議テーマにしたほうがよいと思うテーマや日ごろ関心のあるまちづくり

に関する事項などがございましたらお聞かせください。 

 道路交通整備 

 観光について 

 街づくりについて 

 ゴミ問題 

 同じテーマで何度でも取り上げ、アップトゥデートを図ってはどうか 

 農業、漁業の発展について 

 下町の活性化（に期待している） 

 市政について 

 人口問題 

 １０年後の三浦 

 

問１３ その他ご意見、ご感想などございましたらお聞かせください。 

 今日の提案を少しでも役立ててもらいたい 

 もう少しテーマを具体的にしたほうが良いのでは？ 

 楽しかった 

 少数派意見を考える上で「投票」は適さないと思う 

 第２テーマになってやっと慣れてきた 

 日々の暮らしの中でも、注意力をもって、お互い助け合う心を大切にしたい 

 潮風アリーナをプールにして欲しかった 

 潮風アリーナの利用客数が少ないので、電気代がもったいない 

 学校の空き教室の有効活用（様々なサークル等に使える） 

 街灯を増やす 




